
光
立
国
」
の
実
現
を
目
指
す
な
ら
ば
、

全
国
津
々
浦
々
の
各
観
光
地
が
国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
惹
き
つ
け

る
状
況
を
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
独
自
性
を
磨
き
上

げ
て「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
た
め
に
、

地
域
全
体
で
観
光
産
業
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
推
進
す
る
舵
取
り
役
で
あ

る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
人
口
減

少
に
直
面
す
る
地
方
に
新
た
な
雇
用

を
生
み
、
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
に

も
な
ろ
う
。

　
平
成
28
年
11
月
末
現
在
、
全
国
で

１
１
１
件
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
静
岡
県
は
静

岡
県
観
光
協
会
、
伊
豆
市
産
業
振
興

協
議
会
、美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
、

浜
名
湖
観
光
圏
整
備
推
進
協
議
会
と

並
び
、
こ
の
中
部
地
域
で
は
、
静
岡
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
５
市
２
町
）

が
登
録
さ
れ
た
。

▼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
何
か

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
要
件
と
し
て
、
地
域

の
多
様
な
関
係
者
の
合
意
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
行
政
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、

農
林
漁
業
、
交
通
等
々
、
幅
広
い
分

野
の
関
係
団
体
の
代
表
者
が
参
画
し
、

整
備
な
ど
）
で
な
く
、
１
次
産
業
（
農

林
水
産
業
）
か
ら
３
次
産
業
（
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
運
輸
業
）
に
至
る
す
べ

て
の
地
域
企
業
、
地
元
住
民
、
行
政

等
々
、
い
わ
ゆ
る
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
「
観
光
地

域
づ
く
り
」
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
国
が
推
進
す
る
地
方
創

生
の
取
り
組
み
の
１
つ
。
政
府
は
「
観

光
立
国
」
を
掲
げ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
等
を

追
い
風
に
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
国
内
旅

行
消
費
額
の
９
割
以
上
は
依
然
日
本

人
に
よ
る
消
費
で
あ
る
。
地
方
の
観

光
地
が
需
要
の
季
節
的
あ
る
い
は
地

理
的
偏
在
、
通
過
型
観
光
な
ど
数
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
真
の
「
観

　
平
成
27
年
11
月
、
観
光
庁
が
「
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
直
訳
す

れ
ば
、
旅
行
目
的
地
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
組
織
を

言
う
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
地
に
見
ら

れ
た
観
光
関
係
の
団
体
や
企
業
が
単

独
で
行
う
集
客
策
（
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
花
火
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

案
内
看
板
や
ト
イ
レ
等
の
イ
ン
フ
ラ

　
　
　
　
　
静
岡
県
中
部
未
来
懇
話
会
研
究
委
員

　
　
　
　
　
一
般
財
団
法
人
静
岡
経
済
研
究
所
主
席
研
究
員

　
　
　
　
　
　
内
野
　
孝
宏 

氏

そ
こ
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
委
員
会
や
連
絡
調
整
の
た
め
の

協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
官

民
の
壁
を
越
え
て
関
係
者
に
よ
る
合

意
形
成
・
利
害
調
整
の
具
体
的
な
場

の
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
登
録
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
の
新
型
交
付
金
に
よ
る
支
援

対
象
と
な
る
こ
と
や
、
観
光
庁
を
始

め
と
す
る
関
係
10
省
庁
で
構
成
さ
れ

る
連
携
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
重
点
的

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
機
能
の
１
つ
に
、
観
光
地

の
魅
力
を
高
め
外
部
発
信
す
る
こ
と

が
あ
る
。
魅
力
の
構
成
要
素
と
し
て
は

①
観
光
資
源
（
自
然
、
文
化
、
歴
史

的
建
造
物
等
）
②
観
光
イ
ン
フ
ラ
や

ア
ク
セ
ス
の
容
易
性（
公
共
交
通
機
関
、

宿
泊
施
設
、
観
光
案
内
所
等
）
③
人

的
資
源
（
観
光
関
係
者
及
び
住
民
に

よ
る
お
も
て
な
し
）
④
イ
メ
ー
ジ
⑤

価
格
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
う
１
つ
の

機
能
は
、一
貫
し
た
観
光
戦
略
の
下
で
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
対
応
能
力
の
向

上
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
基
盤
と
な

る
持
続
可
能
な
環
境
の
整
備
を
先
導

稼
ぐ
観
光
地
域
づ
く
り
へ
～

真
価
問
わ
れ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

内野　孝宏氏

研究委員新春リポート

S h i z u o k a                   2017 / 1 / No.82 4



し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
２

つ
の
機
能
を
備
え
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
い

わ
ば「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
体
」と
言
え
る
。

▼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
潜
む
課
題

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
組
織
を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
存
在
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
人
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
会
社
や
家
庭
の

仕
事
な
ど
本
来
業
務
を
抱
え
て
お
り
、

誰
が
誰
を
い
つ
ど
う
動
か
す
の
か
非

常
に
難
し
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
体
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
緩
い

連
携
体
で
あ
り
、
責
任
、
命
令
権
限

体
制
な
ど
、
人
を
動
か
す
た
め
の
仕

組
み
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。

　
地
域
を
動
か
す
の
は
、
よ
く
「
よ
そ

者
」「
若
者
」「
バ
カ
者
」と
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
意
味
は
、
地
域
と
い
う
概
念
が
も

と
も
と
曖
昧
な
だ
け
に
、
逆
に
組
織
や

責
任
に
縛
ら
れ
な
い
熱
血
漢
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
中
部
地
域
は
恵
ま
れ
て
き

た
土
地
柄
も
あ
り
、「
堅
実
性
」が
強
く
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
溢
れ
る
熱
血
漢

雇
用
者
数
も
あ
ろ
う
し
、
観
光
地
と

し
て
の
お
も
て
な
し
度
の
数
値
化
も

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
長
期
的
に
は
、

情
報
発
信
に
対
す
る
顧
客
満
足
度
や

観
光
関
連
投
資
額
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
地
域
内
で
よ
く
協
議
し
、
互

い
に
納
得
の
い
く
見
え
る
化
と
、
そ

の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要

と
な
ろ
う
。

　
中
部
地
域
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
る
静
岡

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は
、
平

が
多
い
と
は
言
い
難
い
。
夢
や
ロ
マ

ン
に
溢
れ
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

示
し
て
担
い
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
、
い
か
に
地
域
を
ま
と
め
上

げ
て
い
く
か
、
ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
問
わ
れ
て
い
る
。

▼
納
得
の
見
え
る
化
が
大
事

　
も
う
１
つ
は
見
え
る
化
で
あ
る
。
観

光
地
域
づ
く
り
は
、
こ
れ
が
完
成
形

と
い
う
着
地
点
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、

ゴ
ー
ル
の
な
い
挑
戦
の
連
続
と
言
え

る
。
成
果
に
対
す
る
判
断
が
非
常
に

難
し
い
事
業
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
成
果
指
標
）
を
設
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
成
果
と

い
う
の
は
何
を
基
準
と
す
る
か
で
常

に
曖
昧
さ
を
伴
う
。
地
域
経
営
の
視

点
が
重
要
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
地

域
に
貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
の

財
務
諸
表
が
整
っ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
盛
り
込
む
数
値
目
標
は
、

担
い
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
た
め
の
大
い
な
る
創
意
工
夫
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
直
接
的
な
効
果
と
し
て
旅

行
客
の
数
や
消
費
額
、
観
光
関
連
の

成
29
年
４
月
に
設
立
予
定
で
、
現
在
、

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
測
定
に
向
け
た
実
態
調
査

を
準
備
中
で
あ
り
、
本
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
寄
せ

る
期
待
は
大
き
い
。
参
考
ま
で
に
筆

者
が
考
え
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
表
に
掲
げ
る
が
、

「
選
ば
れ
る
観
光
地
」、「
稼
ぐ
観
光
地
」

に
な
っ
て
い
く
た
め
の
中
枢
機
能
を

果
た
す
と
い
う
新
し
い
観
光
地
域
づ

く
り
の
真
価
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
問
わ
れ
て

い
る
。
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